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調査対象 有効回答数 回収率

48,576 14,063 29.0%

Ⅰ 小学生の生活実態に関するアンケート調査 

 １ 実施概要 

（１）調査対象 

道内の公立小学校、義務教育学校（札幌市を除く。）に通う小学 5 年生、 

小学６年生 約 5 万人 

 

（２）調査方法 

各学校宛に調査概要と保護者向け依頼文を郵送し、校内で児童に配布。 

児童は各自、PC、タブレット、スマートフォン等を用いて調査概要等に 

記載された URL、QR コードから調査回答フォームにアクセスし、Web 

上で回答。 

 

（３）調査期間 

2022 年７月 12 日（火） ～ 2022 年 7 月 27 日（水） 

 

（４）回答状況 
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 ２ 調査結果 

 

回答者の学年、性別は次のとおり。

回答全体 男子 女子 その他 無回答

(n=14,063) 6,966 6,955 118 24

7,141 3,571 3,514 47 9

6,896 3,382 3,433 71 10

26 13 8 0 5

（学年別） （性別）

A.基本情報

無回答

2.小学６年生

1.小学５年生

回答全体

小学5年生, 

50.8%小学6年生, 

49.0%

無回答, 

0.2%

男子, 

49.5%
女子, 

49.5%

その他, 

0.8%

無回答, 

0.2%
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お世話が必要な人が「いる」と回答したのは全体の 1259 件、「いない」と回答したのは 12,804

件という結果となった。 

 

 

 

 
お世話を必要としている方として最も多い回答は「きょうだい」で 594 件、次いで「祖母」と

が 340 件、「祖父」が 251 件だった。 

      

 

  

B. 調査結果

問３ 家族の中にお世話が必要な人がいるか（あてはまる番号１つを選択）

回答全体 (n=14,063)

１．いる 1,259

２．いない 12,804

無回答 0

いる, 9.0%

いない, 91.0%

問４ （１）お世話を必要としている方は次の誰か（複数回答）

対象：問３で「１．いる」と回答した方

1.母親 109

2.父親 64

3.祖母 340

4.祖父 251

5.きょうだい 594

6.その他 144

回答全体                （n=1,259)

11.4%

47.2%

19.9%

27.0%

5.1%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

6.その他

5.きょうだい

4.祖父

3.祖母

2.父親

1.母親
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前問で選択したお世話を必要としている方について、それぞれ状況を聞いた。母親は「幼い」

が 44 件と最も多く、次いで「高齢（65 歳以上）」が 27 件、「身体が不自由」が 21 件だった。父

親は「身体が不自由」が 28 件と最も多く、次いで「幼い」が 22 件、「高齢（65 歳以上）」が 21

件だった。祖母は「高齢（65 歳以上）」が 305 件と最も多く、次いで「身体が不自由」が 70

件、「介護が必要」が 62 件だった。祖父は「高齢（65 歳以上）」が 234 件と最も多く、次いで

「身体が不自由」が 52 件、「介護が必要」が 44 件だった。きょうだいは「幼い」が 549 件と最

も多く、次いで「発達障がい」が 27 件、「知的障がい」が 25 件だった。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（２）お世話を必要としている方の状況（複数回答）

対象：問３で「１．いる」と回答した方

回答全体 母親 父親 祖母 祖父 きょうだい その他

1. 高齢（65歳以上） 27 21 305 234 24 73

2. 幼い 44 22 7 3 549 36

11 7 62 44 24 23

4. 認知症 7 5 50 28 3 15

5. 身体が不自由（※1） 21 28 70 52 23 24

6. 知的障がい 5 1 3 5 25 12

7. 発達障がい（※2） 9 5 6 2 27 6

8. こころの病気（※3） 15 4 13 4 6 7

9. 依存症（※4） 6 4 5 9 3 4

10.１～９以外の病気やけが 17 0 0 0 0 0

11. その他 24 0 0 0 0 0

※1 身体障がい、視覚障がい、聴覚障がいを含む

※2 知的障がいを除く

※3 うつ病など、疑い含む

※4 お酒やギャンブルなどをやめられず、生活に問題を抱えている、疑い含む

3. 介護（食事や身の回りのお世話）が必要
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自身もお世話をしているかについて、「はい」と回答したのは 654 件であり、回答者全体に占

める割合は 4.7％だった。 

 

                  （「1．はい」と回答した者が回答者全体に占める割合） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お世話をしている相手は、「きょうだい」が最も多く 439 件、次いで「祖母」が 109 件となった。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（３）自身も家族の世話をしているか

対象：問３で「１．いる」と回答した方

問４（４）誰のお世話をしているか（複数回答）

対象：問４（３）で「１. はい」と回答した方

回答全体 (n=654)

1. 母親 73

2. 父親 44

3. 祖母 109

4. 祖父 58

5. きょうだい 439

6. その他 38

回答全体 (n=1,259)

１. はい 654

２. いいえ 605

無回答 0

11.2%

6.7%

16.7%

8.9%

67.1%

5.8%

母

父

祖母

祖父

きょうだい

その他

0% 25% 50% 75%

(n=14,063) 
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お世話の頻度は、「ほぼ毎日」が 326 件と約半数を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（５）お世話をしている日数（あてはまる番号１つを選択）

対象：問４（３）で「１. はい」と回答した方

回答全体 (n=654)

1. ほぼ毎日 326

2. 週に3~5回 94

3. 週に1~2回 123

4. 1か月に数日 58

5. その他 45

無回答 8

1. ほぼ毎日, 

49.8%

2. 週に3~5回, 

14.4%

3. 週に1~2

回, 18.8%

4. 1か月に数日, 8.9%

5. その他, 

6.9% 無回答, 1.2%
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お世話に費やす時間（平日）は、具体的な時間数を回答いただいた中では、1 時間から 2 時間

程度が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答全体 (n=654)

1. 1日1時間程度 以上 98

2. わからない 250

3. 日によってずいぶんちがう 260

無回答 46

1. 1日1時間程度 以上, 

15.0%

2. わからない, 

38.2%

3. 日によってずい

ぶんちがう, 39.8%

無回答, 7.0%

「1日1時間程度以上」の内訳

回答全体 (n=98)

1時間程度 23

2時間程度 25

3時間程度 10

4時間程度 10

5時間程度 4

5時間超10時間未満 9

10時間超 1

無効 7

無回答 9

※無効は「100時間」など回答として整合性の取れないもの

23.5%

25.5%

10.2%

10.2%

4.1%

9.2%

1.0%

7.1%

9.2%

1時間程度

2時間程度

3時間程度

4時間程度

5時間程度

5時間超10時間未満

10時間超

無効

無回答

0% 10% 20% 30%

問４（６）平日（月曜日から金曜日など学校がある日）にお世話をしている時間数

対象：問４（３）で「１. はい」と回答した方
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お世話に費やす時間（休日）は、具体的な時間数を回答いただいた中では、1 時間から 2 時間

程度が多い。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（７）　休日にお世話をしている時間数　対象：問４（３）で「１. はい」と回答した方

回答全体 (n=654)

1. 1日1時間程度 以上 99

2. わからない 236

3. 日によってずいぶんちがう 256

無回答 63

1. 1日1時間程度 以上, 

15.1%

2. わからない, 

36.1%

3. 日によって

ずいぶんちが

う, 39.1%

無回答, 

9.6%

「1日1時間程度以上」の内訳

回答全体 (n=99)

1時間程度 21

2時間程度 20

3時間程度 5

4時間程度 6

5時間程度 8

5時間超10時間未満 13

10時間超 6

無回答 20

21.2%

20.2%

5.1%

6.1%

8.1%

13.1%

6.1%

20.2%

1時間程度

2時間程度

3時間程度

4時間程度

5時間程度

5時間超10時間未満

10時間超

無回答

0% 10% 20% 30%
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回答全体 (n=654) よくある たまにある 無回答

1. 学校を休んでしまう 17 2 12 3

2. 学校を遅刻・早退してしまう 22 3 15 4

3. 勉強する時間が取れない 73 27 39 7

4. 眠る時間がたりない 54 26 22 6

5. 友だちと遊べないことがある 91 29 40 22

6. 習い事が思うようにできない 13 5 6 2

7. 自分の自由になる時間が取れない 125 51 62 12

8. 自分が自由に過ごせる場所がない 55 39 11 5

9. 学校のことをどうでもいいと思うことがある 46 31 12 3

10. 1～9に当てはまるようなことはほとんどない 301

11.その他 20

無回答 137

 

お世話を始めた年齢は、「６歳以上 9 歳以下」が 317 件と最も多い。 

 

 

  

お世話をしている影響について、「1～9 に当てはまるようなことはほとんどない」が 301 件と最

も多かった。これを除くと、「自分の自由になる時間が取れない」が 125 件と最も多く、次いで「友

だちと遊べないことがある」が 91 件、「勉強する時間が取れない」が 73 件だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４（８）何歳頃からお世話をしているか　対象：問４（３）で「１. はい」と回答した方

回答全体 (n=654)

5歳以下 44

6歳以上9歳以下 317

10歳以上 222

無効 43

無回答 28

6.7%

48.5%

33.9%

6.6%

4.3%

5歳以下

6歳以上9歳以下

10歳以上

無効

無回答

0% 20% 40% 60%

問５ お世話をしていることによる影響（複数回答）

対象：問４（3）で「１．はい」と回答した方
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お世話することについて感じることで最も多かったのは「楽しい」で 233 件、次いで「特に何も

感じていない」が 229 件となった。一方で、「気持ちの面で大変」という回答が 113 件、「時間の

余裕がない」という回答も 82 件あった。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答全体 (n=654)

1. 身体的につらい 54

2. 気持ちの面で大変 113

3. 時間の余裕がない 82

4. やりがいを感じている 130

5. 楽しい 233

6. 充実している 75

7. 特に何も感じていない 229

8. その他 21

8.3%

17.3%

12.5%

19.9%

35.6%

11.5%

35.0%

3.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1. 身体的につらい

2. 気持ちの面で大変

3. 時間の余裕がない

4. やりがいを感じている

5. 楽しい

6. 充実している

7. 特に何も感じていない

8. その他

問６ お世話をすることについて感じていること（複数回答）

対象：問４（3）で「１．はい」と回答した方
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お世話について相談した経験について、「ある」が 144 件（22.0％）、「ない」が 510 件

（78.0％）となった。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ お世話を必要としている家族のことや、お世話の悩みを誰かに相談したりしたことがあるか

対象：問４（3）で「１．はい」と回答した方

回答全体 (n=654)

1. ある 144

2. ない 510

1. ある, 

22.0%

2. ない, 

78.0%
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お世話について相談したことが「ある」と回答した方に、その相談相手を聞いたところ、「家族

（父、母、祖父、祖母、きょうだい）」が最も多く 105 件で、次いで「友だち」が 57 件となっ

た。 

 
 

 

 

問８ 相談した相手（複数回答）　対象：問７で「１．ある」と回答した方

回答全体 (n=144)

1. 家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい） 105

2. しんせきの人（おじ、おばなど） 8

3. 友だち 57

4. 学校の先生 （保健室の先生以外） 31

5. 保健室の先生 9

6. スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー 5

7. 相談窓口（電話） 2

8. 相談窓口（SNS、メール） 2

9. 医師や看護師、その他病院の人 3

10.ヘルパーやケアマネージャー、福祉サービスの人 2

11.役所や保健センターの人 0

12.近所の人 3

13.SNS上での知り合い 5

14.その他 4

無回答 7

72.9%

5.6%

39.6%

21.5%

6.3%

3.5%

1.4%

1.4%

2.1%

1.4%

0.0%

2.1%

3.5%

2.8%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1. 家族(父、母、祖父、祖母、きょうだい)

2. しんせきの人(おじ、おばなど)

3. 友だち

4. 学校の先生 (保健室の先生以外)

5. 保健室の先生

6. スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー

7. 相談窓口（電話）

8. 相談窓口（SNS、メール）

9. 医師や看護師、その他病院の人

10.ヘルパーやケアマネージャー、福祉サービスの人

11.役所や保健センターの人

12.近所の人

13.SNS上での知り合い

14.その他

無回答
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お世話について相談した経験が「ない」と回答した人にその理由について聞いたところ、「誰か

に相談するほどの悩みではない」が 378 件と最も多く、次いで「家族以外の人に相談するような

悩みではない」が 65 件、「相談した相手を困らせたくない」が 45 件となった。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 相談していない理由（複数回答）　対象：問７で「２．ない」と回答した方

回答全体 (n=510)

1. 誰かに相談するほどの悩みではない 378

2. 家族以外の人に相談するような悩みではない 65

3. 誰に相談するのがよいかわからない 33

4. 相談できる人が身近にいない 15

5. 家族のことのため、話しにくい 31

6. 家族のことを知られたくない 31

7. 家族に対して変な目で見られたくない 28

8. 相談しても状況が変わるとは思わない 36

9. 相談した相手を困らせたくない 45

10.その他 51

無回答 33

74.1%

12.7%

6.5%

2.9%

6.1%

6.1%

5.5%

7.1%

8.8%

10.0%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1. 誰かに相談するほどの悩みではない

2. 家族以外の人に相談するような悩みではない

3. 誰に相談するのがよいかわからない

4. 相談できる人が身近にいない

5. 家族のことのため、話しにくい

6. 家族のことを知られたくない

7. 家族に対して変な目で見られたくない

8. 相談しても状況が変わるとは思わない

9. 相談した相手を困らせたくない

10.その他

無回答
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お世話について相談した経験が「ない」と回答した人に、家族や世話の悩みについて聞いてく

れる人の有無を聞いたところ、「いる」が 357 件（70.0％）、「いない」が 121 件（23.7％）とな

った。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10 お世話をしている家族のことや、お世話の悩みを聞いてくれる人がいるか

対象：問７で「２．ない」と回答した方

回答全体 (n=510)

1. いる 357

2. いない 121

無回答 32

1. いる, 

70.0%

2. いない, 

23.7%

無回答, 6.3%
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学校や周りの大人に支援してほしいことを聞いたところ、「特にない」が 450 件と最も多く、

次いで「わからない」が 58 件となった。この２つの選択肢を除くと、「自由に使える時間がほし

い」が 58 件と最も多く、次いで「自分の自由に過ごせる場所がほしい」が 51 件となった。 

 

 
 

 
 

 

 

問11 お世話をしていることに関して、学校の先生や周りの大人に支援してほしいこと（複数回答）

対象：問４（3）で「１．はい」と回答した方

回答全体

1. 自分の今の状況について話を聞いてほしい 29

2. 家族のお世話について相談にのってほしい 9

3. 家族の病気や障がい、お世話の仕方などについてわかりやすく説明してほしい 20

4. 家族での相談や、話し合いのときにいっしょに参加してほしい 4

5. 自分が行っているお世話のすべてを代わってくれる人やサービスがほしい 15

6. 自分が行っているお世話の一部を代わってくれる人やサービスがほしい 12

7. 自由に使える時間がほしい 58

8. 自分の自由に過ごせる場所がほしい 51

9. 進路や就職など将来の相談にのってほしい 5

10.学校の勉強や受験勉強など学習のサポート 19

11.家庭へのお金の面での支援 11

12.その他 1

13.特にない 450

14.わからない 58

無回答 47

(n=654)
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「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがあるか聞いたところ、「聞いたことは

ない」が最も多く 7,476 件（53.2％）であり、次いで「聞いたことはあるが、よく知らない」が

3,560 件（25.3％）だった。「聞いたことがあり、内容も知っている」は 2,969 件（21.2％）だっ

た。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがありましたか

回答全体 (n=14,063)

1. 聞いたことがあり、内容も知っている 2,969

2. 聞いたことはあるが、よく知らない 3,560

3. 聞いたことはない 7,476

無回答 58

1. 聞いたこと

があり、内容

も知っている, 

21.1%

2. 聞いたこと

はあるが、よ

く知らない, 

25.3%

3. 聞いたこと

はない, 53.2%

無回答, 0.4%
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Ⅱ 大学生の生活実態に関するアンケート調査 

１ 実施概要 

（１）調査対象 

道内大学生 約 7 万人 

 

（２）調査方法 

各大学宛に調査概要を送付し、大学を通じて学生に電子メールなどで回答 

を依頼。学生は PC、タブレット、スマートフォン等を用いて、調査概要等 

に記載された URL、QR コードから調査回答フォームにアクセスし、Web 上 

で回答。また、各大学に QR コード付きのポスターを掲示。 

 

（３）調査期間 

2022 年７月 12 日（火） ～ 2022 年 7 月 27 日（水） 

 

（４）回答状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象 有効回答数 回収率 

69,854 1,041 1.5% 
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２ 調査結果 

 

 
回答者の性別、居住形態等は次のとおり。 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

A.基本情報

性別

全体 (n=1,041)

1. 男 365

2. 女 657

3. その他 19
1. 男, 35.1%

2. 女, 63.1%

3. その他, 1.8%

居住形態

全体 (n=1,041)

1. 家族と同居 464

2. 一人暮らし 481

3. 寮 77

4. その他 18

無回答 1
1. 家族と同居, 

44.6%

2. 一人暮らし, 

46.2%

3. 寮, 7.4% 4. その他, 1.7% 無回答, 0.1%
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奨学金の受給状況について、「貸与奨学金・給付奨学金の両方を受けている」、「貸与奨学金 

のみ受けている」と回答した者のうち、卒業時の予定貸与総額について回答があった２０７件に

ついて集計。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

奨学金の受給状況

(n=1,041)

98

323

112

26

482

2. 貸与奨学金のみ受けている

3. 給付奨学金のみ受けている

4. 申請したが不採用となった

5. 申請していない

1. 貸与奨学金・給付奨学金の

　両方を受けている

全体 1. 貸与奨学金・給付奨学金の

両方を受けている, 9.4%

2. 貸与奨学金のみ

受けている, 31.0%

3. 給付奨学金のみ

受けている, 10.8%

4. 申請したが不採

用となった, 2.5%

5. 申請していない, 

46.3%

大学卒業時の予定貸与総額（奨学金）

(n=207)

45

7

4

15

16

59

37

20

4

01,000万円以上

   150万円以上   200万円未満

   200万円以上   300万円未満

   300万円以上   500万円未満

   500万円以上   800万円未満

   800万円以上1,000万円未満

全体

     10万円未満

     10万円以上     50万円未満

     50万円以上   100万円未満

   100万円以上   150万円未満

10万円未満, 21.7%

10万円以上 50万円未満, 

3.4%

50万円以上 100万円未満, 

1.9%

100万円以上 150万円未満, 

7.2%

150万円以上 200万円未満, 7.7%

200万円以上 300万円未満, 28.5%

300万円以上 500万円未満, 

17.9%

500万円以上 800万円未満, 

9.7%

800万円以上1,000万円未満, 1.9%
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回答者全体 

 

 
お世話をしている家族の有無について聞いたところ、「過去（18 歳未満）にケアをしていたこ 

とがある」が 85 件（8.2％）、「18 歳未満の時から現在もケアをしている」が 34 件（3.3％）、「18

歳以上から現在もケアをしている」が 18 件（1.7％）となった。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B.調査結果

問４　あなたは、これまで家族やきょうだいなどのお世話を行ってきましたか。

          又は、現在お世話を行っていますか。

(n=1,041)

85

34

18

9044. それ以外

3. 18歳以上から現在もケアをしている

2. 18歳未満の時から現在もケアをしている

1. 過去（18歳未満）にケアをしていたことがある

回答全体
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過去にケアをしていたことがある方 

 

 
過去にケアをしていたことがある方に、お世話をしていた相手を聞いたところ、「きょうだい」

が 39 件と最も多く、次いで「母親」が 23 件となった。 

 

 
 

 
前問で選択したお世話を必要としていた方について、それぞれ状況を聞いた。「１～９以外の病

気やけが」と「その他」を除くと、母親は「精神的な病気」が 13 件で最も多く、次いで「身体

が不自由」が４件だった。父親は「精神的な病気」が６件で最も多く、次いで「身体が不自由」、

「依存症」が４件だった。祖母は「高齢（65 歳以上）」が 12 件と最も多く、次いで「認知症」が

９件、「要介護」が８件だった。祖父は「高齢（65 歳以上）」が６件と最も多く、次いで「要介

護」が５件だった。きょうだいは「幼い」が 28 件と最も多く、次いで「知的障がい」が５件だ

った。 

  

問５（１）　お世話をしていた方は次の誰か（複数回答）

　　　対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」と回答した方

回答全体 (n=85)

1. 母親 23

2. 父親 13

3. 祖母 14

4. 祖父 8

5. きょうだい 39

6. その他 2

27.1%

15.3%

16.5%

9.4%

45.9%

2.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1. 母親

2. 父親

3. 祖母

4. 祖父

5. きょうだい

6. その他

問５（２）　お世話を必要としていた方の状況（複数回答）

　　　対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」と回答した方

母親 父親 祖母 祖父 きょうだい その他

0 1 12 6 0 0

1 1 1 1 28 3

0 3 8 5 0 0

0 1 9 2 0 0

4 4 5 2 1 1

0 0 0 0 5 0

0 0 0 0 4 0

13 6 2 1 4 0

4 3 0 0 1 0

6 6 3 3 1 0

5 0 0 0 0 0

※1 身体障がい、視覚障がい、聴覚障がいを含む

※2 知的障がいを除く

※3 気分の不安定さや極度の不安などがあり生活に支障がある状態、疑いを含む

※4 お酒の飲み過ぎや賭け事のしすぎなどにより生活に支障の出る状態、疑い含む

11. その他

5. 身体が不自由（※1）

6. 知的障がい

7. 発達障がい（※2）

8. 精神的な病気（※3）

9. 依存症（※4）

10.１～９以外の病気やけが

回答全体　　　（n=85）

1. 高齢（65歳以上）

2. 幼い

3. 要介護（介護が必要な状態）

4. 認知症
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行っていたお世話の内容を聞いたところ、「感情面のサポート」が 59 件と最も多く、次いで

「見守り」が 55 件、「家事」が 50 件となった。 

 お世話を必要としていた者について、それぞれ必要なお世話の内容を見ると、母親は「感情面

のサポート」が 17 件と最も多く、次いで「家事」が 14 件だった。父親は「感情面のサポート」

と「家事」がそれぞれ９件と最も多く、次いで「見守り」が６件だった。祖母は「見守り」が 12

件で最も多く、次いで「感情面のサポート」と「外出の付き添い」がそれぞれ７件だった。祖父

は「見守り１」が６件で最も多く、次いで「病院への付き添い」が５件だった。きょうだいは

「感情面のサポート」と「見守り」がそれぞれ 22 件と最も多く、次いで「きょうだいの世話や

保育所等への送迎など」が 19 件、「家事」が 18 件だった。 

 

 
 

 

問５（２）　お世話の内容（複数回答）

　　　対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」と回答した方

回答全体　　　　　（n=85） 母親 父親 祖母 祖父 きょうだい その他

1. 家事 50 14 9 6 3 18 0

2. きょうだいの世話や保育所等への送迎など 28 3 2 1 1 19 2

3. 身体的な介護 14 0 2 5 4 3 0

4. 外出の付き添い 29 6 2 7 3 10 1

5. 病院への付き添い 24 8 3 5 5 1 2

6. 感情面のサポート 59 17 9 7 3 22 1

7. 見守り 55 7 6 12 6 22 2

8. 通訳 2 1 1 0 0 0 0

9. 金銭管理 1 1 0 0 0 0 0

10. 薬の管理 15 3 2 6 2 1 1

11. 医療的ケア 0 0 0 0 0 0 0

12. 家計のサポート 9 2 2 1 1 2 1

13. その他 3 0 0 0 0 3 0

（全体）

58.8%

32.9%

16.5%

34.1%

28.2%

69.4%

64.7%

2.4%

1.2%

17.6%

0.0%

10.6%

3.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

1. 家事

2. きょうだいの世話や保育所等への送迎など

3. 身体的な介護

4. 外出の付き添い

5. 病院への付き添い

6. 感情面のサポート

7. 見守り

8. 通訳

9. 金銭管理

10. 薬の管理

11. 医療的ケア

12. 家計のサポート

13. その他
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 お世話の頻度は「ほぼ毎日」が 41 件と過半数を占めた。 

 

 
 

 

 
サンプル数に限りはあるが、平日にお世話に費やした時間は、具体的な時間数を回答いただい

た中では、1 時間から 3 時間程度が多い。 

 

 

 
 

 

問5（３）　お世話をしていた日数（あてはまる番号１つを選択）

                    対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」と回答した方

回答全体 (n=85)

1. ほぼ毎日 41

2. 週に３～５日 14

3. 週に１～２日 21

4. １か月に数日 6

5. その他 3

無回答 0

1. ほぼ毎

日, 48.2%

2. 週に3~5

回, 16.5%

3. 週に1~2

回, 24.7%

4. 1か月に数日, 7.1%

5. その他, 

3.5%

問5（４）　平日（月曜日から金曜日など学校がある日）にお世話をしていた時間数

                    対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」と回答した方

回答全体 (n=85)

1. 1日1時間程度 以上 14

2. わからない 34

3. 日によって異なる 32

無回答 5

「1日1時間程度以上」の内訳

回答全体 (n=14)

1時間程度 4

2時間程度 2

3時間程度 3

4時間程度 2

5時間程度 1

5時間超10時間未満 2

1. 1日1時間程度 以上, 

16.5%

2. わからない, 

40.0%

3. 日によって異なる, 

37.6%

無回答, 5.9%
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サンプル数に限りはあるが、休日にお世話に費やした時間について、5 時間超の回答もあっ

た。 

 

 
 

 

 

 

お世話を始めた年齢を聞いたところ、「6-9 歳」が 24 件と最も多く、次いで「13-15 歳」が 23

件となった。 

 

 
 

 

 

 

問5（５）　休日にお世話をしていた時間数

                    対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」と回答した方

回答全体 (n=85)

1. 1日1時間程度 以上 9

2. わからない 32

3. 日によって異なる 40

無回答 4

「1日1時間程度以上」の内訳

回答全体 (n=9)

1時間程度 0

2時間程度 1

3時間程度 1

4時間程度 0

5時間程度 2

5時間超10時間未満 3

10時間超 2

1. 1日1時間程度 以上, 

10.6%

2. わからない, 37.6%
3. 日によって異なる, 

47.1%

無回答, 4.7%

問5（６）　何歳頃からお世話をしていたか

                    対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」と回答した方

回答全体 (n=85)

1. 5歳以下 6

2. 6-9歳 24

3. 10-12歳 16

4. 13-15歳 23

5. 16-18歳 16

7.1%

28.2%

18.8%

27.1%

18.8%

1. 5歳以下

2. 6-9歳

3. 10-12歳

4. 13-15歳

5. 16-18歳

0% 10% 20% 30%
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何歳頃までお世話をしていたか聞いたところ、「16-18 歳」が 46 件と最も多かった。 

 

 
 

 

 

 

お世話について相談した経験の有無を聞いたところ、「ない」が 63 件（74.1％）、「ある」が 22

件（25.9％）となった。 

 

 
 

 

 

 

 

 

問5（７）　何才頃までお世話をしていたか

                    対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」と回答した方

回答全体 (n=85)

1. 6-9歳 1

2. 10-12歳 9

3. 13-15歳 12

4. 16-18歳 46

5. 19-21歳 14

6. 22-24歳 1

無回答 2

1.2%

10.6%

14.1%

54.1%

16.5%

1.2%

2.4%

1. 6-9歳

2. 10-12歳

3. 13-15歳

4. 16-18歳

5. 19-21歳

6. 22-24歳

無回答

0% 20% 40% 60%

問5（８）　お世話の悩みを相談したことがあるか

                    対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」と回答した方

回答全体 (n=85)

1. ある 22

2. ない 63
1. ある, 

25.9%

2. ない, 

74.1%
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前問で相談した経験が「ない」と回答した人に、その理由を聞いたところ、「誰かに相談するほ

どの悩みではなかった」が 37 件と最も多く、次いで「相談しても状況が変わるとは思わなかっ

た」が 26 件となった。 

 

 

     
 

 

 
 

 

 

 

 

問5（９）　相談しなかった理由（複数回答）

                    対象：問5（８）で「２．ない」と回答した方

回答全体 (n=63)

1. 誰かに相談するほどの悩みではなかった 37

2. 家族外の人に相談するような悩みではなかった 18

3. 誰に相談するのがよいかわからなかった 11

4. 相談できる人が身近にいなかった 11

5. 家族のことのため、話しにくかった 19

6. 家族のことを知られたくなかった 11

7. 家族に対して偏見を持たれたくなかった 11

8. 相談しても状況が変わるとは思わなかった 26

9. 相談した相手を困らせたくなかった 19

10. その他 6
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18 歳未満の時から現在もケアをしている方 

 

 
18 歳未満の時から現在もケアをしている方に、お世話をしている相手を聞いたところ、「母

親」が 16 件と最も多く、次いで「きょうだい」が 11 件となった。 

 

 
 

 
前問で選択したお世話を必要としている方について、それぞれ状況を聞いた。母親は「身体が

不自由」（4 件）、「こころの病気」（3 件）、父親は「介護が必要」（2 件）、「身体が不自由」（同）、

祖母は「高齢（65 歳以上）」（7 件）、「身体が不自由」（4 件）、祖父は「介護が必要」（4 件）、「高

齢（65 歳以上）」（3 件）、きょうだいは「身体が不自由」（3 件）等の状況が挙げられた。 

 

 

問６ （１）　お世話をしている方は次の誰か（複数回答）

                       対象：問４で「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=34)

1. 母親 16

2. 父親 6

3. 祖母 8

4. 祖父 4

5. きょうだい 11

6. その他 1

47.1%

17.6%

23.5%

11.8%

32.4%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1. 母親

2. 父親

3. 祖母

4. 祖父

5. きょうだい

6. その他

問６（２）　お世話を必要としている方の状況（複数回答）

                      対象：問４で「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

母親 父親 祖母 祖父 きょうだい その他

0 0 7 3 0 0

0 0 0 0 0 0

2 2 3 4 0 0

1 0 3 3 0 0

4 2 4 3 3 0

1 0 0 0 0 0

0 0 2 0 0 0

3 0 2 0 0 0

0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 1 0

0 2 1 0 1 0

※1 身体障がい、視覚障がい、聴覚障がいを含む

※2 知的障がいを除く

※3 うつ病など、疑い含む

※4 お酒やギャンブルなどをやめられず、生活に問題を抱えている、疑い含む

9. 依存症（※4）

10.１～９以外の病気やけが

11. その他

4. 認知症

5. 身体が不自由（※1）

6. 知的障がい

7. 発達障がい（※2）

8. こころの病気（※3）

回答全体                 （n=34）

1. 高齢（65歳以上）

2. 幼い

3. 介護が必要
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行っているお世話の内容について聞いたところ、「感情面のサポート」が 28 件と最も多く、次

いで「家事」が 26 件、「見守り」が 21 件となった。 

お世話を必要としている方について、それぞれ必要なお世話の内容を見ると、母親は「家事」

（12 件）、「感情面のサポート」（同）、父親は「感情面のサポート」（４件）、「家事」（３件）、祖

母は「外出の付き添い」（７件）、「病院への付き添い」（５件）、「見守り」（同）、祖父は「見守

り」（３件）、「身体的な介護」（２件）、「病院への付き添い」（同）、きょうだいは「感情面のサポ

ート」（９件）、「見守り」（７件）等が挙げられた。 

 

 
 

 
 

 

問６（２）　お世話の内容（複数回答）

                    問４で「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=34) 母親 父親 祖母 祖父 きょうだい その他

1. 家事 26 12 3 4 1 5 1

2. きょうだいの世話 9 1 0 1 1 6 0

3. 身体的な介護 8 1 1 3 2 1 0

4. 外出の付き添い 15 4 2 7 0 2 0

5. 病院への付き添い 15 7 0 5 2 1 0

6. 感情面のサポート 28 12 4 3 0 9 0

7. 見守り 21 5 1 5 3 7 0

8. 通訳 0 0 0 0 0 0 0

9. 金銭管理 2 0 0 1 0 1 0

10. 薬の管理 5 3 1 1 0 0 0

11. 医療的ケア 2 0 0 1 0 1 0

12. 家計のサポート 2 2 0 0 0 0 0

13. その他 2 0 1 0 0 1 0

（全体）

76.5%

26.5%

23.5%

44.1%

44.1%

82.4%

61.8%

0.0%

5.9%

14.7%

5.9%

5.9%

5.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

1. 家事

2. きょうだいの世話

3. 身体的な介護

4. 外出の付き添い

5. 病院への付き添い

6. 感情面のサポート

7. 見守り

8. 通訳

9. 金銭管理

10. 薬の管理

11. 医療的ケア

12. 家計のサポート

13. その他
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お世話の頻度は、「ほぼ毎日」が 15 件と 4 割超を占めた。 

 

 
 

 

 

 
平日にお世話に費やす時間は次のとおり。 

 

 
 

 

 

 

問6（３）　お世話をしている日数（あてはまる番号１つを選択）

                     対象：問４で「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=34)

1. ほぼ毎日 15

2. 週に３～５日 8

3. 週に１～２日 4

4. １か月に数日 3

5. その他 4

無回答 0

1. ほぼ毎日, 44.1%

2. 週に3~5回, 23.5%

3. 週に1~2回, 11.8%

4. 1か月に数日, 8.8%

5. その他, 11.8%

問6（４）　平日（月曜日から金曜日など学校がある日）にお世話をしている時間数

                     対象：問４で「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=34)

1. 1日1時間程度 以上 3

2. わからない 6

3. 日によって異なる 21

無回答 4

回答全体 (n=3)

1時間程度 1

2時間程度 0

3時間程度 1

4時間程度 1

5時間程度 0

5時間超10時間未満 0

「1日1時間程度以上」の内訳

1. 1日1時間程度 以上, 8.8%

2. わからない, 17.6%

3. 日によって異なる, 

61.8%

無回答, 11.8%
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休日にお世話に費やす時間は次のとおり。 

 

 
 

 

 

 
お世話を始めた年齢を聞いたところ、「13-15 歳」が 9 件で最も多く、次いで「10-12 歳」と

「16-18 歳」がそれぞれ 8 件となった。 

 

 
 

 

 

 

問6（５）　休日にお世話をしている時間数

                     対象：問４で「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=34)

1. 1日1時間程度 以上 3

2. わからない 6

3. 日によって異なる 21

無回答 4

「1日1時間程度以上」の内訳

回答全体 (n=3)

1時間程度 0

2時間程度 2

3時間程度 0

4時間程度 1

5時間程度 0

5時間超10時間未満 0

10時間超 0

1. 1日1時間程度 以上, 8.8%

2. わからない, 17.6%

3. 日によって異なる, 61.8%

無回答, 11.8%

問6（６）　何歳頃からお世話をしていたか

                     対象：問４で「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=34)

1. 5歳以下 3

2. 6-9歳 6

3. 10-12歳 8

4. 13-15歳 9

5. 16-18歳 8

8.8%

17.6%

23.5%

26.5%

23.5%

1. 5歳以下

2. 6-9歳

3. 10-12歳

4. 13-15歳

5. 16-18歳

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%
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お世話について相談した経験の有無を聞いたところ、半数が「ない」と回答した。 

 

 
 

 

 
前問で相談した経験が「ない」と回答した人にその理由を聞いたところ、「相談しても状況が変

わるとは思わなかった」が 8 件と最も多く、次いで「誰かに相談するほどの悩みではなかった」

が 7 件だった。 

 

  
 

  

問6（７）　お世話の悩みを相談したことがあるか

                     対象：問４で「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=34)

1. ある 17

2. ない 17

問6（８）　相談しない理由（複数回答）

                     対象：問6（７）で「２．ない」と回答した方

回答全体 (n=17)

1. 誰かに相談するほどの悩みではなかった 7

2. 家族外の人に相談するような悩みではなかった 5

3. 誰に相談するのがよいかわからなかった 6

4. 相談できる人が身近にいなかった 4

5. 家族のことのため、話しにくかった 6

6. 家族のことを知られたくなかった 1

7. 家族に対して偏見を持たれたくなかった 2

8. 相談しても状況が変わるとは思わなかった 8

9. 相談した相手を困らせたくなかった 4

10. その他 5
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過去にケアをしていた方・18 歳未満の時から現在もケアをしている方 

 

 
お世話をしていた当時、大学進学に当たり、どのようなサポートがあったかを聞いたところ、

「学費への支援・奨学金等を受けることができた」と「自分の自由に過ごせる場所があった」が

それぞれ 34 件と最も多く、次いで「自分のいまの状況について話を聞いてくれる人がいた」が

31 件となったが、一方で「特にない」も 27 件あった。 

 

   
 

 

問7 　お世話をしていた当時、大学進学に当たりどのようなサポートがあったか（複数回答）

           対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」

                      又は「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=119)

1. 自分のいまの状況について話を聞いてくれる人がいた 31

2. 家族のお世話について相談にのってくれる人がいた 21

3. 家族の病気や障がい、お世話の仕方などについてわかりやすく説明してくれた 12

4. 自分が行っているお世話を代わってくれる人がいた 30

5. 自分の自由に過ごせる場所があった 34

6. 進路や就職など将来の相談に乗ってくれる人がいた 13

7. 学校の勉強や学習のサポートをしてくれる人がいた 19

8. 家庭への金銭面での支援を受けることができた 30

9. 学費への支援・奨学金等を受けることができた 34

10. その他 4

11. 特にない 27

12. わからない 10
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大学に進学する上で苦労したことを聞いたところ、「学費等の制約や経済的な不安があった」が

54 件と最も多かった。 

 

   
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

問8 　大学に進学する上で苦労したこと・影響（複数回答）

           対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」

                      又は「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=119)

1. 受験勉強をする時間が取れなかった 27

2. 学費等の制約や経済的な不安があった 54

3. 実家から通える範囲等の通学面の制約があった 23

4. 家族等から世話を優先するよう求められた 9

5. 進学するか働くか迷った 19

6. 大学以外の進学先と迷った 15

7. その他 9

8. 特にない 39
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お世話をしていたことで、悩んだり、困ったことを聞いたところ、「特にない」が 64 件と最も

多かった。これを除くと、「自分と家族との関係」が 54 件と最も多く、次いで「家族内の人間関

係」が 44 件、「家庭の経済的状況」が 40 件となった。 

 

   

   

問9 　お世話をしていたことで、当時（18歳未満）悩んだり、困っていたこと（複数回答）

           対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」

                      又は「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=119)

1. 友人との関係のこと 27

2. 学業成績のこと 29

3. 進路のこと 38

4. 部活動のこと 13

5. 学費（授業料）など学校生活に必要なお金のこと 33

6. 塾（通信教育やオンライン授業を含む）や習い事ができないこと 11

7. 家庭の経済的状況のこと 40

8. 自分と家族との関係のこと 54

9. 家族内の人間関係のこと 44

10. 病気や障がいがある家族のこと 36

11. 自分のために使える時間が少なかったこと 29

12. 自分が自由に過ごせる場所がなかったこと 32

13. 自分に自信が持てなかったこと 36

5

15. 特にない 64

14. その他
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求める支援について聞いたところ、「特にない」が 54 件と最も多かった。これを除くと、「自

分が行っているお世話を代わってくれる人がほしい」、「自分の自由に過ごせる場所がほしい」が

それぞれ 38 件と最も多く、次いで「学費への支援・奨学金等の支援」が 36 件となった。 

 

   
 

  
 

 

 

問10　お世話をしていた当時（18歳未満）、どのようなサポートがあればよかったか（複数回答）

            対象：問４で「１．過去（18歳未満）にケアをしていたことがある」

                       又は「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=119)

1. 自分のいまの状況について話を聞いてくれる人がほしい 32

2. 家族のお世話について相談にのってくれる人がほしい 22

3. 家族の病気や障がい、お世話の仕方などについてわかりやすく説明してほしい 14

4. 自分が行っているお世話を代わってくれる人がほしい 38

5. 自分の自由に過ごせる場所がほしい 38

6. 進路や就職など将来の相談に乗ってくれる人がほしい 13

7. 学校の勉強や学習のサポートをしてくれる人がほしい 21

8. 家庭への金銭面での支援 32

9. 学費への支援・奨学金等の支援 36

4

11. 特にない 54

12. わからない 20

10. その他
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18 歳未満の時から又は 18 歳以上から現在もケアをしている方 

 

 
18 歳未満の時から又は 18 歳以上から現在もケアをしている人に今後の不安を聞いたところ、

「わからない」が 24 件と最も多かった。これを除くと、「就職後通勤できる地域が限られる」が

19 件と最も多く、次いで「就職後休まず働けるか不安がある」、「単位取得、進級・卒業できるか

不安がある」がそれぞれ 12 件となった。 

 

   

   

問11　お世話をしていることで、今後不安なこと（複数回答）

            対象：問４で「２. 18歳未満の時から現在もケアをしている」

                       又は「３．18歳以上から現在もケアをしている」と回答した方

回答全体 (n=52)

1. 大学の授業に行きたくても行けない 2

2. 単位取得、進級・卒業できるか不安がある 12

3. 留学ができない 5

4. 今後就学を続けられるか不安がある 11

5. 大学院等に進学できるか不安がある 5

6. 正社員として就職できるか不安がある 10

7. 就職後休まず働けるか不安がある 12

8. 就職後通勤できる地域が限られる 19

9. 就職後働ける時間帯が限られる 3

10. 就職先について考える時間がない 2

9

12. わからない 24

13. 特にない 7

11. その他
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回答者全体 

 

 
「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがあるか聞いたところ、「聞いたことが

あり、内容も知っている」が最も多く 657 件（63.1％）、次いで「聞いたことはない」が 222 件

（21.3％）、「聞いたことはあるが、よく知らない」が 162 件（15.6％）となった。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 　「ヤングケアラー」の認知度

全体 (n=1041)

1. 聞いたことがあり、

    内容も知っている
657

2. 聞いたことはあるが、

    よく知らない
162

3. 聞いたことはない 222

1. 聞いたことがあり、

内容も知っている, 

63.1%

2. 聞いたことはあるが、

よく知らない, 15.6%

3. 聞いたことはない, 21.3%


